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新興国市場における流通チャネルの二重構造：先行研究の課題と日本多国籍企業の動向 

Dual-structure of distribution channels in emerging markets: Future research agenda and case study 

of Japanese MNCs. 

 

１．はじめに 

本研究は，新興国市場特有の流通チャネルの二重構造に対して多国籍企業がいかなる対

応をすべきか，先行研究の検討と事例研究を通じて議論することを目的としている。特に，

本研究では，製造業に属する日系多国籍企業の観点から議論する。 

新興国市場は，先進国に関する既存研究をそのまま適用できるとは限らず，独自のコンテ

クストでの研究蓄積が望まれる（Sheth, 2011）。そこで注目すべき新興国の消費財市場の特

徴の１つは，流通チャネルの観点からトラディショナル・トレードとモダン・トレードの二

重構造になっている点である（e.g. Kumar, Sunder & Sharma, 2015；日本貿易振興機構海

外調査部, 2012)。 

トラディショナル・トレードは，伝統的流通チャネルなどとも呼ばれ，市場や路面に位置

する小規模な個人経営の店舗を指す（Kumar et al., 2015）。一般に，トラディショナル・ト

レードの店舗は小売／財務／マーケティング等の各種スキルに乏しく，経済的には不利な

立場にあるとされる（Maruyama & Trung, 2007）。しかし，簡素な小売手法と店舗運営が

幸いして，新興国特有の未整備で脆弱な各種インフラの悪影響を受けにくいという逆説的

な強みももつ。 

 モダン・トレードは，近代的流通チャネルなどとも呼ばれ，スーパーマーケットをはじめ

コンビニエンス・ストア等の店舗を指し，洗練された小売／財務／マーケティングの各種ス

キルを有する（Kumar et al., 2015）。また，安定した多様かつ大量の品揃えを有するため，

消費者の効率的な購買（one-stop shopping）を可能とする。そのため，規模の経済効果を

実現しやすい（Maruyama & Trung, 2007）。また，構造化された効率的な店舗や安定した

価格体系，クレジットカード等の多様な支払方法の受け入れなど，消費者の購買意欲を促進

する多くの強みをもつ。しかし，これらの強みは，新興国ではまだ十分に確立されていない

各種インフラと消費者の高い社会経済的能力を前提としている。そのため，新興国では近代

的流通チャネルの強みが常に発揮できるとは限らないのである。 

このように，両者は相反する特徴をもつうえに，先進国とは異なる構造をもつ。しかしな

がら，先行研究ではこの問題に関して体系的かつ十分な理論的検討と実証分析が行われた

とは言い難く，かつ後述するように特に製造企業を対象とした実証研究も十分に蓄積され

ていない。本研究では以上の問題意識のもと，先行研究を検討するとともに日本多国籍企業

の事例研究を行う。 

 

２．先行研究の概要と課題 

 トラディショナル／モダン・トレードの両者を明示的に扱った実証研究を検討した結果，

先行研究は大きく①マクロ・データを分析した研究（e.g. Reardon & Gulati, 2008），②消

費者データを分析した研究（e.g. Maruyama & Trung, 2007），③流通企業を分析した研究

（e.g. Maruyama & Trung, 2012），④製造企業を分析した研究（e.g. Kumar et al., 2015）

の４つに分けられることが明らかになった。以上の先行研究を検討した結果，製造企業の観
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点から今後の研究課題として次の 4つが考えられる。 

第１に，製造企業の流通チャネル戦略に関するさらなる研究の蓄積が必要である。②消費

者データを中心に，①マクロ・データおよび②流通企業の実証研究は蓄積が進んでいるのに

対し，④製造企業に関してはそもそも研究の蓄積自体が極めて乏しいためである。 

第 2に，製造企業の分析に際しては，両者の特徴が異なるため，国内企業と国外企業（国

外の多国籍企業）とを区別した分析も必要である。先行研究では，国外多国籍企業が新興国

市場の二重構造に多大な影響を及ぼす実態が示されているのにもかかわらず，その企業行

動に関しては国内企業と区別した分析は十分に行われていない。 

第３に，国外多国籍企業の企業行動の分析に際しては，進出のタイミングを考慮する必要

がある。なぜなら，各国多国籍企業はすでに先進国市場から新興国市場へのシフトを進めて

おり，企業によって進出状況は様々である。個々の企業においても，進出を完了した国もあ

れば途上あるいは未完了の国もある（Khanna & Palepu, 2010）。また，新興国市場に先発

できれば他社に先駆けてプレゼンスを確立できる大きな可能性が期待できる一方で，未開

拓の市場ゆえに先発のリスクが大きいとされるからである。 

第４に，多国籍企業の企業行動に関して現地化の程度にも着目する必要がある。新興国市

場では先進国以上に現地に適応した戦略が望まれる一方で（Khanna & Palepu，2010），

小売企業ではあえて統合化戦略を試みた企業の優位性も確認されている（Amine & 

Lazzaoui，2011）。両者の影響は未解明なため，現地化の程度に着目した分析が必要になる

ことが考えられる。 

 

３.研究方法と事例概要 

 以上の先行研究の課題を踏まえて，本研究では，製造業に属する日本多国籍企業の新興

国市場における企業行動の事例研究を行う。関連する先行研究では，定量的な手法を用い

た研究が多いうえに，上述したように製造企業に関する研究の蓄積が乏しい。特に製造企

業を対象とした，詳細な事例研究にもとづく定性データはまだ十分に分析されていないた

めである。 

日本多国籍企業を研究対象としたのは，その一部には他の先進国多国籍企業とは異なる，

新興国市場の二重構造に対して注目すべき企業行動が確認されたためである。たとえば，日

本多国籍企業の中には，新興国市場とその成長性が注目されるかなり以前，すなわち，モダ

ン・トレードの普及以前のトラディショナル・トレードが主たる新興国市場へ進出し，紆余

曲折を経たもののその後も順調に新興国市場を深耕する企業が見受けられる。まずトラ

ディショナル・トレードへ進出し，そこで自社および自社製品の浸透を実現したのち，市場

のモダン化に合わせてモダン・トレードにも順調な進出を果たしているのである。 

他方，大半の欧米多国籍企業は，モダン・トレードの成長・普及を待って新興国市場へ進

出し，そこでの一定の浸透を確認したのちに，トラディショナル・トレードの重要性も認識

して同トレードへ進出を果たすパターンが見受けられる。このような新興国市場の二重構

造をめぐるユニークな各国多国籍企業の行動とその成果は，製造企業の観点から十分に分

析されていない。本研究では，こうした先行研究の間隙を埋めることを目的とし，まず日本

多国籍企業の事例研究を通じて，トラディショナル・トレードとモダン・トレードにおける

企業行動とその背後にあるロジックを分析しようとしたものである。（なお，本要旨では，
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紙幅の関係上，事例の詳細な既述は割愛する。） 

 

４．おわりに 

本研究では，以上の通り，先行研究の体系的な整理と検討を通じて今後の研究課題を明ら

かにするとともに，これまで十分に分析が行われてこなかった新興国市場の流通チャネル

の二重構造における製造業に属する多国籍企業の企業行動の事例分析を行った。しかしな

がら，本研究には，さらに詳細な定性・定量分析の必要，欧米多国籍企業との比較分析の必

要などの研究課題も残されている。  
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